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２０２２年度 静岡大学×静岡英和学院大学×I Love しずおか協議会
地域課題解決（PBL）型授業 合同成果発表会

～七間町の魅力を再発見し、コロナ禍でも可能な
取り組みを行うことで街の活性化に貢献する～

静岡英和学院大学人間社会学部
地域創造フィールドワーク（担当教員：毛利康秀） 、毛利ゼミ
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七間町の賑わいを目指した取り組み
の成果について取りまとめた。

報告の内容

七間町名店街

×
静岡英和学院大学

出典：https://www.google.com/maps/place/data=!4m5!3m4!1s0x601a4a1fd82c2b89:0x885e6407cc835d58!8m2!3d34

.9728923!4d138.380419?hl=ja

七間町の範囲

七間町（しちけんちょう）は、静岡
市の中心市街地に位置し、七間町
通りを挟む周辺の町名である。
演劇や映画などの娯楽の街として
発展した。
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授業の進め方
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（１）七間町の成り立ち、歴史について学習する
（２）フィールドワークを行い、七間町への理解を深める
（３）七間町がより親しまれるためのアイデアを出して、具体的に
検討する

（４）七間町で行われるイベントに参加する
→青空市に出展し、地域の方々との交流をはかる
→簡単なアンケートをとって、来街状況を把握する

コロナ禍の影響が残っていることもあり、七間町名店街との本格的な
連携は難しかったが、可能な取り組みについて進めた。
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歴史があり、昔から発展していた街であることを学んだ。

（１）七間町の成り立ち、歴史についての学習
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街路灯の「鈴蘭灯」（昭和3年） 地球街ビル完成を祝う垂れ幕（昭和38年）

出典：http://www.7town.jp/archives/ 4



実際に街を歩いて、七間町への理解を深めた。

（２）七間町へのフィールドワーク
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七間町のフィールドワーク
（２０２２年１０月１５日）
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商店主に挨拶しつつ、
青空市も見学



学生で意見を出し合って、実現への可能性を検討した。

（３）七間町がより親しまれるためのアイデアの検討
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七間町にある映画遺産の展示
（２０２２年１０月１５日）

例えば、
七間町を舞台とした自主制作映画を
制作して街を盛り上げよう！

というアイデアが出て、熱心な
学生が実現を目指した！

さすがに半年での完成は難しく、
今後の課題となった。
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実現可能なアイデアと
して、七間町の魅力を
伝えるポスター・チラシ
を制作した。
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おすすめの場所の紹介
とともに、夕方の時間帯
にも注目した。
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七間町では、毎月１回「青空市」
が開催されている。

（４）七間町で行われるイベントに参加
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七間町青空市の様子
（２０２２年１０月１５日）

「青空市」に学生が出展した場合、
どのような出し物が出来るかに
ついて検討した。

毎月第３土曜日に開催
七間町では扱っている店が少ない、
地元の特産品が多く販売されている。
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検討の結果、留学生の母国料理を
紹介する試食会を開催することにし、
準備を進めた。

２０２２年度 静岡大学×静岡英和学院大学×I Love しずおか協議会 地域課題解決（PBL）型授業 合同成果発表会

ソイチャーの試食（２０２２年１２月１６日）

・ソイチャー（ベトナム）
ベトナムの伝統的な料理で、正月や記念日等で
振る舞われる。
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ウナギ餃子の試食（２０２２年１２月１６日）

ウナギは吉田町産の国産
ウナギを使用し、地域の特
産品とのコラボも目指した。

・ウナギ餃子（中国）
中国の家庭料理で、具材にはウナギも使われる。
留学生の出身地である河南省洛陽の味付け。



試食会は、２０２３年１月
の青空市で開催した。
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試食会の様子（２０２３年１月２１日）

ソイチャー

ウナギ餃子



試食会は好評で、予定よりも早く配りきって終了となった。
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試食会の様子（２０２３年１月２１日）
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七間町の新しい複合エンタテインメント施設
ARTIE（アルティエ）
（2022年10月10日）

青空市の会場では、簡単なアンケートを実施した。

アンケートの方法：自記式記入法
試食会に参加してくれたお客様に実施

設定数：100

有効回答：33

有効回答率：33.3％

質問内容：七間町の来街頻度、青空市の参加頻度、
新しい娯楽施設ARTIEに行ったかどうか、七間町
のイメージなど
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七間町に関するアンケート



七間町に関するアンケート
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性別では、男性が36％、女性が
64％となった。
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年齢では、61歳以上が36％となり、
最も多かった。

七間町は高齢者の来街が
多いとされる。

性別
人 ％

男性 12 36.4%
女性 21 63.6%
未回答 0 0.0%
合計 33 100.0%

年齢
人 ％

22歳以下 1 3.0%
23～30歳 1 3.0%
31～40歳 7 21.2%
41～50歳 7 21.2%
51～60歳 5 15.2%
61歳以上 12 36.4%
未回答 0 0.0%
合計 33 100.0%



七間町に関するアンケート
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回答者のうち、七間町に行く頻度
は「一ヶ月に1回以上」が半分近く
を占めた。
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毎月１回の青空市には「時々行く」
とする回答が三分の一となった。

青空市が開催されて10年が
経過しているが、常連さんも
多く定着していると言える。

七間町にはどのくらいの頻度で行くか
人 ％

一週間に１回以上 9 27.3%
一ヶ月に１回以上 15 45.5%
一年に１回以上 8 24.2%
定期的に行くことはない 0 0.0%
その他 1 3.0%
未回答 0 0.0%
合計 33 100.0%

青空市にはどのくらいに頻度で行くか
人 ％

ほとんど毎回行く 8 24.2%
時々行く 11 33.3%
定期的に行くことはない 10 30.3%
今回初めて 4 12.1%
その他 0 0.0%
未回答 0 0.0%
合計 33 100.0%



七間町に関するアンケート
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２０２２年２月に開業した娯楽施設
ARTIE（アルティエ）には、まだ行った
ことはないとする回答が半分近くを
占めた。
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ARTIE（アルティエ）には行ったことがあるか
人 ％

何度も行った 6 18.2%
一回行った 8 24.2%
ないが機会があれば行きたい 15 45.5%
たぶん行かない 0 0.0%
分からない 3 9.1%
その他 0 0.0%
未回答 1 3.0%
合計 33 100.0%

再開発の目玉であるが、青空市の参加
者はあまり行っていない。相乗効果が得
られる取り組みが課題になりそう。



七間町に関するアンケート
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七間町と聞いて直感的に思い浮かぶイメー
ジについて質問したところ、「映画館」「歴史
がある」「ボウリング場」「おしゃれ」が多く
「伝統がある」「落ち着いた街」が続いた。

しかし「衰退している」という回答が多いこと
も明らかとなり、再び発展しているという印
象が持たれるための取り組みが課題となる。
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七間町のイメージ（複数回答可）
人 ％

映画館 20 60.6%
歴史がある 16 48.5%
ボウリング場 9 27.3%
おしゃれ 8 24.2%
伝統がある 7 21.2%
落ち着いた街 7 21.2%
衰退している 7 21.2%
ゲームセンター 7 21.2%
発展途上 3 9.1%
お年寄り向け 3 9.1%
庶民的なイメージ 3 9.1%
高級なイメージ 3 9.1%
主婦向け 2 6.1%
わくわくする 2 6.1%
若者向け 2 6.1%
不便だ 2 6.1%
成熟している 2 6.1%
便利だ 1 3.0%
都会的な街 1 3.0%
ファッションセンスが良い 1 3.0%
イメージがわかない 1 3.0%
サラリーマン向け 1 3.0%
旧東海道 0 0.0%
繁栄している 0 0.0%
その他 2 6.1%
回答計 110 0.0%
％は回答者に対するもの 33 100.0%

七間町のポジティブなイメージを
活かした取り組みを進めて行きたい。
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・七間町についての理解が深まった。
・色々とアイデアを出し合えたのは良かった。
・フィールドワークで現地を見られたのは良かった。
・青空市に参加して地域の人達との交流が深められた。
・若者向けの店が増えると嬉しい。

取り組みの成果（学生の感想、レポートより）

コロナ禍の影響は残っていたが、出来うる範囲で取り組み、一定の成果
は残せたのではないかと考えられる。
今後も、七間町の賑わい創出に向けて考えていきたい。
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